
 

 

 

 

【主要施策】 

１ 産業拠点の形成と企業定着の促進  ４ 観光の振興 

２ 中小企業の振興          ５ 就労の推進 

３ 農林業の振興 

基本計画 

 

 

 

 

【主要施策】 

１ 地域の子育て支援        ３ 就学前教育・保育の充実 

２ 子育て過程への支援       ４ 学校教育の充実 

 

 

 

 

【主要施策】 

１ 人権・平和の推進        ８ 防災の推進 

２ 男女共同参画の推進  推進   ９ 循環型社会の推進 

３ 防犯・消費生活・交通安全の推進 10 公園・緑地の整備 

４ 多文化共生の推進        11 都市景観・住環境の整備 

５ コミュニティ・市民参画の推進  12 空家対策の推進 

６ 生涯学習の推進         13 ライフライン（上下水道）の整備 

７ 文化・芸術の推進        14 道路・交通の整備 

 

 

 

 

【主要施策】 

１ 効率的な行財政運営       ３ シティセールスの推進 

２ 行政サービスの品質向上 

 

 

 

 

【主要施策】 

１ 健康づくり・食育の推進     ５ 高齢者福祉の推進 

２ 地域医療及び救急体制の充実   ６ 障がい者福祉の推進 

３ 生涯スポーツの振興       ７ 社会保障の推進 

４ 地域福祉の推進 

基本構想 
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３ 本市の特長 

○交通の要衝 

○多様な産業の立地 

○豊かな自然、歴史・文化の蓄積 

○若い世代の増加、高い出生率 

○馬のまち 

序論 

１ 計画策定の趣旨 

○新駅事業の中止以降、行財政の健全化を推進 

○抑制型から創造型への行政改革への転換 

○人口減少や少子高齢化など社会・経済の変化 

○市民・事業者・行政共通の指針としての総合計画 

５ まちづくりの取り組みと課題 

○第五次総合計画－後期基本計画の課題への対応 

（財政基盤の確立、市民主体・協働への原点回帰、地域

活力の創造） 

○市民の評価（まちづくりアンケート） 

○第六次総合計画におけるまちづくり課題 

・人口の定着と定住都市にふさわしい環境づくり 

・総合政策としての安全・安心なまちづくりの推進 

・地域資源・人材を生かした活力の創出 

４ 本市をとりまく社会・経済動向 

○人口構造の変化（人口減少社会、少子化、高齢化） 

○グローバル社会の変化（世界的な競争、海外人材の受

入れ、地球環境問題） 

○暮らしの環境の変化（自然災害の激甚化、リニアや北

陸新幹線の整備、情報技術） 

○まちづくりをとりまく変化（インフラの維持・更新費

用の増大、市民参画の進展） 

２ 計画の構成と期間 

○この計画は、次の３階層で構成 

 

 

  

  

実施計画（毎年見直し） 

基本計画（前後期各５年） 

基本構想（１０年） 

１ 経済の安心を生み出す 

２ 教育・子育ての安心を育む 

４ 暮らしの安心を支える 

５ 行政の安心を営む 

３ 福祉・健康の安心を築く 

１ まちづくりの基本理念 

○市民主体、市民協働によるまちづくり 

○交流や連携で活力を創造するまちづくり 

○優れた自然環境や歴史文化の魅力を継承するとともに、『馬のま

ち』の魅力を発展させるまちづくり 

５ まちづくりの基本政策 

（１）経済の安心を生み出す 

（２）教育・子育ての安心を育む 

（３）福祉・健康の安心を築く 

（４）暮らしの安心を支える 

（５）行政の安心を営む 

４ 将来の想定 

（１）人口 

○２０３０年における想定人口 約７２，０００人 
（２）土地利用 

○計画的な土地利用、自然の保全・活用、安全・安心の重視、地域

風土の重視、風格のある景観形成、中心市街地の魅力向上等 

○ＪＲ駅周辺及び、それに連なる地域における、個性的な都市拠点

の形成 

○各地域（都市地域、田園地域、自然地域）の整備、保全、誘導 

（３）財政 

○改善傾向にあるものの、依然として厳しい財政の健全化継続 

（長期的には実質公債費比率や将来負担比率を県平均にする目標） 

２ 将来像 

『いつまでも住み続けたくなる 

    安心な元気都市 栗東』 

３ まちづくりの基本目標 

（１）経済活動が活発で、多様な就労環境があるまち 

（２）自己肯定感が高く、笑顔にあふれた子どもを育むまち 

（３）健康維持に向けた取り組みが進み、地域共生が実現しているまち 

（４）多様性を認め合い、快適で安全に暮らし続けられるまち 

（５）参画したくなる、新時代のパートナーシップを追求するまち 

 
 

 


